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全国で演劇祭を立ち上げよう
篠﨑光正文庫３

～豊岡演劇祭の舞台～ ©igaki photo studio

（演劇祭は独自の企画を立ち上げ舞台作品以外にもワークショップや対談など、様々な運営をする。）



～劇団夢の遊眠社エディンバラ国際芸術祭参加「野獣降臨」出演野田秀樹氏～

（海外の演劇祭に参加する劇団は日本の文化と現代演劇の紹介を行う。）

演劇祭とは何か。

歴史的には古代ギリシャに遡りますが、ギリシャ神話に登場する豊穣とぶどう酒と酩酊の

神であるディオニュソスに捧げる祭典が、演劇祭のはじまりとする説があります。アジアや

アフリカにもそのような類の演劇祭がありますが、ヨーロッパではアヴィニヨン、エディ

ンバラ、アデレードなどの演劇祭が活況を呈しています。

～劇団夢の游眠社エディンバラ国際芸術祭参加「野獣降臨」出演野田秀樹氏ほか～

（海外の演劇祭に参加する劇団を観る観客は、言語は違うが舞台上の間合いなどから、出演者たちの心情を
感じとる時の不思議な感動体験をする。）



それでは日本の演劇祭はと、思いを巡らせても、日本の演劇を代表するような、これはと

いうものが出てきません。むしろ芸術祭賞などの芸術祭のイメージが浮かんで来ますが、

ヨーロッパのように古来から現代まで継続して開催される大規模な演劇祭はありません。

近年では昭和時代の終わりから平成の初め頃に演劇祭ブームが起きて、池袋演劇祭や下北

沢演劇祭など現在も継続されている演劇祭が誕生しました。

30年以上前のことです。ところが最近演劇祭がぽつぽつ増えて来ています。それは何故な

のか。今回はこの現象に注目してみたいと思います。

～杉並演劇祭 杉並演劇大賞 ガラ劇 「灰かぶりのエラ」～

（演劇祭はコンクール形式もあり、副賞としての賞金や翌年に作品を上演できる形式もある。）

50年前、大学の一般教養科目授業の受講生100人位の教室で、「演劇を劇場で観たことがあ

る人は手を挙げてください」と尋ねたことがあります。するとほぼ全員が手を挙げまし

た。演劇専門の大学ではなく、一般の大学でのことです。30年前、同じ質問をすると、半

数以上100人中60人が手を挙げました。ところが、今から5年前、コロナ前になりますが、

一般の大学で同じ質問に対して手を挙げた大学生は、約100人中１人でした。もちろんたま

たま１人だったのかもしれませんが、この質問は多年に亘って行ってきましたので、減少傾

向にはかなりリアリティがあります。演劇を観たことがある大学生が、たった１パーセン

ト！本当に驚きの結果でした。これは何を意味しているのでしょうか。演劇が社会からマ

ニアックなものだと認定されたということでしょうか。実はこれを裏付ける数字が、「観

客」の減少です。「演劇鑑賞団体」の減少です。「学校公演」の減少です。さらに「劇団養

成所の入所希望者」の減少なども加速しています。



このように演劇にかかわる何から何までが縮小していく厳しい状況です。この状況に対し

て、日本の演劇界は何をすれば良いのでしょうか。何をしてきたのでしょうか。

～豊岡演劇祭地元の文化と演劇～ ©igaki photo studio

（演劇祭はその土地の伝統や文化を取り込みさらに相乗効果で演劇祭の成果をあげる。）

ヒントとなる事例があります。

1993年、プロ野球に観客動員激減の危機が起きました。サッカーのJリーグ誕生です。それ

までサッカーにはプロ組織がなく、アマチュア組織のサッカーに革命的なJリーグが誕生

し、日本のスポーツ界に激震が走りました。それまでプロ野球は多くの観客を集めていま

したが、この年を境にJリーグが多くの観客を動員するようになりました。特にJリーグ

サッカーは、ヨ―ロッパ諸国のようにチームを応援するサポーターシステムをつくり、そ

れが人気に火をつけました。一方プロ野球は観戦するその日に、応援するチームの応援席

に座って応援する従来のスタイルでした。



～演劇祭を盛り上げる街中の広報イベント～

（演劇祭は観客が主体となるため、劇場の舞台だけでなく、地域全体で演劇祭を観る客の雰囲気づくりを行
う。）

こうしてJリーグは、日本では初めてとなるサポーターシステムにより、地域に密着した運

営を行い、応援団というよりも「支援」する大勢の人々を組織して、動員も名声も着実に

伸ばしていきました。一方プロ野球界は、この観客減少対策として、各地でスター選手も

参加する野球教室を開催し、少年野球チームを立ち上げて、将来の野球人やファンを育成

していきました。（因みにこの対策は現在のプロ野球界の人気に大きく貢献していま

す。）

さて、芸能の一種である演劇は、人気稼業の特色が濃く、昔から個人単位で応援するスタ

イルが定着していて、団体としても個人が集まるファンクラブ止まりでした。しかし、現

在演劇界が縮小する窮状では、一刻も早くこの個人応援スタイルを見直し、地域が支援す

る仕組みを構築する必要があるのではないでしょうか。



～豊岡演劇祭海外劇団訪日公演～ ©igaki photo studio

（演劇祭は海外からの劇団を受け入れることで、海外演劇文化交流の場となり、演劇祭の幅と魅力を高めて
いる。）

この二つのプロスポーツから学べることは、地域に密着し地域から支援を受けることが演

劇のとるべき選択肢です。といっても助成金のことではありません。マンパワーです。支援

したいと思ってくれる演劇のサポーターを育成することです。今までのように劇場にファ

ンを集めればそれで公演の成功ではなく、サポーターが長期的に支援していく仕組みが必

要です。

～杉並演劇祭授賞式及び受賞劇団交流会～

（演劇祭は各劇団の交流の場であり現在のように他劇団への出演が多い時代では必要要素）



～劇団夢の游眠社1988年第１回ニューヨーク国際芸術祭参加「彗星の使者」出演野田秀樹氏ほか～

（海外の演劇祭に参加するもう一つの特色は海外の演劇人との濃密な交流を継続し影響を与え合い合同作品
創作などに結びつける）

演劇と地域を結ぶ、これまでの演劇の歴史から連想されるのは演劇祭です。演劇祭は地域

が開催し演劇団体が参加するのが基本ですが演劇の舞台だけではありません。祭りとして

の様々なイベントや企画がありますが、その中でもサポーター育成のプログラムが重要で

す。演劇祭によって、演劇団体と地域を結び、さらにサポーターを育成するのが、これから

注目すべき有望な対策ではないでしょうか。

～劇団夢の游眠社1988年第1回ニューヨーク国際芸術祭参加「翠星の使者」舞台装置・出演野田秀樹氏ほか
～

（海外の演劇祭に参加する劇団は、演劇祭の上演成果だけでなく、動員にも貢献する。）



～駅で電車を待つ野田秀樹氏と高都幸男氏～

（演劇祭は地域を盛り上げるさまざまな企画が行われているが、スタッフがその地域を歩き回るだけでも効
果がある）

世界の演劇祭からノウハウを学び、日本の各地で演劇祭を開催しませんか 。

日本演出者協会　広報部　篠﨑光正
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